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の反応は、 BSCCOと同様、主に酸素の還元反応である。一方、 148℃と 167℃の1気圧水素雰囲気
中でのYBCOの重量は、 100分前後までは徐々に減少するが、その後増加した。質量減少の最低点
(100分）から900分までの増加は 148℃の処理では約0.1%、167℃の処理では約0.39らであった。ま














































1 . Bi2SrzCaCu20 8.2-yの125℃～200℃における水素との反応は、酸素還元反志が支配的ではあるが、
憧かな水素吸蔵反応も生ずる。
2 . YBa2Cm06勾の128℃～230℃における水素との反応、は水素還元と水素吸蔵の両方の反定、である。
170℃以下では、水素吸議反応が主であるが、湿震が高くなるにつれて酸素還元反正、の割合が大
きくなるc
3. YBCOとBSCCO中の酸素は水素還元されて、求になる0
4.水素姓理によってYBCO超伝導体の結晶粒界梧での超伝導は弱められるとともに磁束ピン止め
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効果が弱くなる。
5. BSCCO超｛云導体では水素雰囲気での酸素還元反応によって過鵜キャリアーが減少し、一度Tc
が上昇する。この結果は高温からの急冷によって酸素量を減少させた試料のTcの変化と定性的に
一致する。
6. YBCO超伝導体の水素還元と水素吸蔵反応は、いずれも結晶携造の斜方品性を減少させる。酸
素の解離や水素の侵入が主iこ結品粒界で起こるために、超伝導体種率は単調に減少するが、結晶
粒の設の部分のTc(onset）は変わらない。
